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概要

特⻑

アプリケーションのポイント

CVT（無段変速機）は、「燃費の良いエンジン回転数を維持しながら、無段階で
連続的に変速していくことによる⾼効率化」や「エンジンに⼒がある領域を保ちながら、
無段階で変速⽐を変化させることによるドライバビリティの向上」といったメリットがあり、
⼩型⾞を中⼼に⾦属ベルト式CVTの普及が進みつつあります。
⾦属ベルト式CVTはベルトとプーリー間の摩擦⼒により動⼒伝達を⾏うので、より⾼
出⼒で⾞重の⼤きな⾞に対応するためにはプーリーの耐磨耗性の向上が必要となり
ます。

⾦属ベルト式CVTにおけるプーリー部の性能評価

⾦属ベルト式CVTの⼊⼒軸プーリー、出⼒軸プーリーそれぞれに装着された電磁ピック
アップからの出⼒をスコープコーダDL850Eの周波数モジュールで観測します。特にプー
リー部の性能評価試験では「滑り」や「変速⽐」の観測が必要です。
DL850Eの周波数モジュールは、⾦属ベルト式CVTの停⽌時の現象を確実に捉え、
プーリー間の変速⽐をリアルタイムに観測できます。

■停⽌予測演算機能
⾦属ベルト式CVTでは、停⽌の直前までプーリーを空転させず制御することが動⼒の
伝達効率を改善する上で⾮常に重要です。通常のFVアンプは演算機能を持たない
ため、停⽌前後の現象を観測することが困難です。DL850Eの周波数モジュールは、
停⽌予測演算機能を内蔵しているので停⽌時の現象を確実に観測できます。

■ DSP演算機能
⼊⼒軸プーリーと出⼒軸プーリーそれぞれに取り付けられた電磁ピックアップからの出⼒
を周波数モジュールのRPMモードで観測し、DSP（リアルタイム）演算機能で各プー
リー間の変速⽐をリアルタイムで観測できます。
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DL850E/DL850EVの詳しい情報はこちら

http://www.yokogawa.com/jp-ymi/tm/Bu/DL850E/

